










（７）結核対策特別促進事業

ア 目的

イ 事業内容

１）結核患者服薬支援（DOTS）

①薬局DOTS

日 時：（初回説明）平成28年7月12日、（DOTS実施）7月20日、8月18日、９月28日

場 所：しょうなん調剤薬局

参加者：しょうなん薬局薬剤師

対象者：働きながら通院治療を受けている結核患者1名

内 容：患者が利用している薬局の薬剤師に月1回のDOTSを依頼。

服薬状況、受診状況、副作用の有無について薬剤師から保健所に報告を依頼。

②透析室DOTS

日 時：（初回説明）平成28年6月1日（DOTS実施）6月2日～2月2日

場 所：市立四日市病院透析室

参加者：透析室看護師

対象者：服薬中断歴のある透析治療中の結核患者1名

内 容：患者が週3日利用している透析室の看護師に、直接服薬確認を依頼。

③医療機関とのDOTSカンファレンス

【四日市羽津医療センター】

日 時：定例実施 毎月第１月曜日 午後３時～

場 所：四日市羽津医療センター

参加者：四日市羽津医療センター 結核担当看護師、外来看護師、薬剤師等

桑名・鈴鹿・四日市市 保健所結核担当保健師

対象者：四日市羽津医療センターに結核にて入院中及び退院後の患者

参加回数 10回

検討人数     15名（実・延）

入院患者 13名（実・延）

外来患者  2名（実）5名（延）

④コホート検討会

【四日市羽津医療センター】

日 時：平成29年2月21日 13時30分～

場 所：四日市羽津医療センター

参加者：四日市羽津医療センター（医師、看護師、薬剤師、ＭＳＷ、栄養士）

桑名・鈴鹿・四日市市 保健所結核担当保健師6名

対象者：四日市羽津医療センターに退院後の治療終了患者

検討人数     17名

⑤DOTS支援 平成28年度中

実人数

延人数
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結核治療における服薬確認療法（DOTS）に取り組むにあたり、支援を行う機関・支援者を広げて

いくことを目指します。また、服薬確認療法が必要な患者に対し、療養や服薬への不安を減らし、

服薬を完遂できるよう支援します。
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ウ 成果

今年度も、DOTS実施率・服薬完遂率向上を目標に、服薬支援に取り組みました。初回面接を丁寧

に行うことにより、その方にあったDOTS方法を検討しながら実施しました。

服薬継続が難しいケースは、ケアマネージャーや生活保護ケースワーカーといった多岐にわたる

関係者と患者の服薬完遂に向けて情報共有をしながらそれぞれの立場での見守体制をとるように努

め、服薬完遂することができました。

また、ケースに関わる関係者に呼び掛けて同行訪問をするなど、患者に関わる地域の関係者と協

力して患者へのDOTSを進めていくことでより円滑に、服薬支援を実施することができました。

結核患者の高齢化、外国出身の結核患者の増加などから今後も様々な背景を持った患者への柔軟

な支援が必要になると考えられます。

また、DOTSカンファレンスの開催により、医療機関等と保健所の連携強化を図るとともに、対象

者に合った形でのDOTS方法を検討し、実施していくことに繋りました。
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